
八百板飛馬 外野手（主将）
都市対抗野球大会第二次予選において、遠方にもかかわらず、多くの方々が球場に足を運んで頂き感

謝申し上げます。
強豪揃いの二次予選では、残念な結果で終わってしまいましたがチームとして成長出来た大会だと思

っております。この悔しさを糧に、クラブ選手権で最高の結果が出るよう精進して参ります。
今後とも熱いご声援をお願い致します。
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第９４回都市対抗野球第二次予選東北大会
◇◆試合結果◆◇

渡辺貴史 エフコム応援団長
5/13〜6/7都市対抗野球においては、応援に参加頂きありがとうございました。秋田県まで足を運んで頂いた皆様には我々応

援Teamはもとより選手全員、感謝の気持ちでいっぱいでした。この記事が掲載される頃には6/18から始まる全日本クラブ選手
権の福島一次予選を１位通過しています！7/28からの二次予選（青森）は、応援ツアーを企画している頃と思いますので、デ
ヂエの登録？宜しくお願いします。
１度来て頂ければ楽しい思い出になり、クセになる事を約束しますので、ご家族・ご友人と試合途中からでも構いませんの

で観戦にお越し下さい。最後に、発足早々ですが我々応援Teamは高齢化しており、若い力が必要です。毎回参加が必須ではご
ざいませんので、内線90-2513）渡辺までご一報下さい！

エフコムＢＣの中島周作監督兼内野手、主将の八百板飛馬外野手と渡辺貴史エフコム応援団長
より大会のコメントをいただきました！

中島周作 監督兼内野手
都市対抗野球大会第二次予選において、沢山のご声援頂き感謝申し上げます。秋田市開催であり、遠

方にも関わらず多くの方々に球場に足を運んで頂き、力強い応援ありがとうございました。
試合を通じて、選手達は本当に一所懸命プレーをしてくれました。３試合させて頂きましたが、対戦

をする毎にチームの団結力が強くなるのを感じました。
チームとして、全日本クラブ野球選手権にも繋がる良い大会になりました。全日本クラブ選手権福島

県大会では必ず優勝して、東北大会出場を果たします。今度とも、応援宜しくお願い致します

確かな

「成長」

沢山の応援
ありがとう
ございました！
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第１代表一回戦 ＶＳ トヨタ自動車東日本

八百板 卓丸 選手
外野手/出身校：聖光学院高校

大会初日の雨で翌日に順延されプレイボール。エフコムＢＣは初回、３番八百板卓丸選手がヒット、４番八百板飛馬選手のレフ
トフェンス直撃の２塁打により１点を先制。２回裏と３回裏には相手に得点を許し１対５で迎えた４回表、松嶋選手、河野選手の
連続安打と渡邉翼選手が四球を選び、無死満塁のチャンスを作るもその後の攻撃が続かず無得点。５回表は伊藤選手、卓丸選手の
ヒットと飛馬選手の四球で再び無死満塁とし河野選手のタイムリー等で２点を、８回表にも一死から翼選手と佐藤敬太選手の連打
で一、三塁から島津選手のタイムリーで１点を返した。投手陣は相手の粘り強い打撃に苦しみ計１０失点。打線は７回以外は出塁
し、ヒット数も相手を上回る１３安打を放つも決定打を欠いた。４対１０で敗戦し、第２代表トーナメントに回ることとなった。

小川 佳斗 選手 ＜先発＞
投手/出身校：八戸学院光星高校 ⇒ 八戸学院大学

八百板 飛馬 選手
外野手/出身校：聖光学院高校

渡邊 翼 選手
内野手/出身校：聖光学院高校
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大内 遼河 選手 ＜先発＞
投手/出身校：県立福島高校 ⇒ 東北学院大学

中島 周作 選手
内野手兼監督/出身校：聖光学院高校 ⇒ 仙台大学

松嶋 拓郎 選手
内野手/出身校：文星芸大付高校 ⇒ 仙台大学

岩崎 凛太郎 選手
内野手/出身校：安達高校 ⇒東北公益文科大学

第２代表一回戦 ＶＳ ＪＲ盛岡
この試合も前々日に天候不順による順延が決定され、予定から２日遅れで開催された。８対０でエフコムＢＣが勝利を収めた。

打線はこの日も二桁安打の１０本で、相手を圧倒し試合を優位に進めた。中でも５番の松嶋選手は、初回に先制の犠牲フライ、３
回には左中間にホームランを放ち勝負強さを発揮した。他の選手もチャンスを確実に得点につなげる攻撃を見せて、１回、２回、
３回、６回、７回と小刻みに得点を重ねた。投手陣は先発大内選手が５回まで試合の流れを作り、中継ぎの芳屋選手、抑えの小川
選手と無失点リレーを披露、後半で走者を背負う展開にも冷静に相手打線を断ち切る粘りの投球を見せた。ベンチも応援団と共に
メンバーの活躍に声援を送り、正にチーム一丸となっての戦いを展開。エフコムＢＣとなって都市対抗野球二次予選東北大会での
初勝利を飾った。
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ご声援ありがとうございました！

第２代表二回戦 ＶＳ B-net / yamagata
ここまで全力で戦い抜きメンバー全員が満身創痍で迎えたこの試合、相手は今シーズン企業からクラブ登録となったチームとの

対戦。結果としては６対１５となったが、先発佐藤一希選手は初回からテンポよく投球し序盤３イニングを１失点に抑えた。打線
は４回、３番卓丸選手のホームランを足掛かりに２点を奪い逆転。その後２対５となった７回裏に３点を返して同点とした。最終
回に飛馬選手の有言実行の本塁打も反撃及ばず。今大会全試合二桁となる計１３安打で６点を奪ったが、この次の対戦で雪辱を期
す。課題が見受けられた反面、メンバー個人やチームワークに成長も感じられた大会となった。

佐藤 一希 選手 ＜先発＞
投手/出身校：東海大学付属札幌高校 ⇒八戸学院大学

島津翔 選手
内野手/出身校：聖光学院高校 ⇒ 国士舘大学

伊藤 海斗 選手
外野手/出身校：酒田南高校

芳屋 快 選手 ＜中継ぎ＞
投手/出身校： 能代松陽高校 ⇒ 福島大学


